筆記課題
筆記課題
「機械板金作業及びＴＩＧ溶接に関する知識」
	注意事項
１．　制限時間

　　

３０分　
２．　配点

　　　　　　　　　1問につき4点の25問　　100点満点とする
　３．　注意事項
　（１）指導員の指示があるまで問題は見ないでください。
　（２）解答用紙に入所期、番号、名前を記入してください。
　（３）携帯電話の使用は不可です。
　（４）試験中、質問等があるときは挙手してください。

　４．　提出物

　　　（１）問題用紙

　　　（２）解答用紙




　次の１～２５の問について、文章が正しい場合は○、誤りがある場合は×を解答用紙に記入しなさい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各4点
機械板金作業に関する問題

１．加圧力と曲げ角度の関係

パーシャルベンディング（自由曲げ）

　　　　　↓

コイニング（圧印加工）

　↓

ボトミング（底突き曲げ）
２．せん断加工の中でクリアランスとは、上刃と下刃のかみ合いのすきまである。普通、軟鋼のせん断のときは板厚の5～7%が適当である。
３．作業始業時に自由研削用グラインダを使用する際は、すぐに使っても問題ない。
４．スケールやノギスなどの測定器具を使用する際は、目盛はまっすぐ正面から読み取らなければならない。
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５．プレスブレーキを使用して曲げ加工

する際の指先の位置。

６．板を折り曲げるとき、折り曲げられる板の内側には圧縮力がかかり、外側には引張力がかかる。
７．加工に要するせん断力をなるべく小さくするために、シャー角をつけることがある。
８．動力シャーで切断作業を行なう際は、入る物はなんでも切断できる。
９．ボール盤作業では、保護具として、保護眼鏡、作業帽、手袋を着用する。
１０．曲げ加工後、加圧力を除いたら変形が少し戻ってしまう現象をスプリングバックという。
１１．スコヤは、直角面のケガキや、工作物の直角度・平面度を検査するときに使用する。
１２．せん断切り口に二次せん断が生じている場合、クリアランスは大きすぎる。
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１３．右の図に示す形状の展開寸法は、180mmである。
ただし、板厚は1.0mmで片伸び値は0.5mm、図中の寸法の単位はmmで外寸とする。
TIG溶接に関する問題

１４．元素記号「Ｃ」の元素名は、「クロム」である。

１５．ステンレス鋼とは、耐食性を向上させる目的で、ＣｒまたはＣｒとＮｉを含有させた合金で、一般にはＣｒ含有量が10.5%以上の鋼のことである。
１６．ステンレス鋼が腐食しにくいのは、不動態皮膜といわれるＮｉの酸化皮膜ができるからである。
１７．ＴＩＧ溶接に使用するシールドガスはアセトンガスである。
１８．ブローホールとは、ガスによって溶接金属中にできた気泡である。
１９．溶接電源の使用率60％とは、どのような電流でも10分間中、6分間しかアークを出せない。
２０．溶接部の断面を示した。

　・①はルート面という

　・②はルート間隔という

　・③は実際のど厚という

　・④は余盛という

２１．目に異物又は砂が入ったような激しい痛みを伴う表層性角膜炎（電光性眼炎）は、主として赤外線による障害である。
２２．クリーニング現象とは、アーク発生位置の母材表面にある酸化皮膜が破壊され、清浄な金属表面が露出する現象である。母材を陰極とした場合のみに現れる。
２３．タングステン電極には、純タングステン、トリウム入りタングステン、ランタン入りタングステン、セリウム入りタングステンがある。
２４．アルミニウム合金をTIG溶接する際は、直流溶接に切り替える。
２５．最も一般的に使用されている呼吸用保護具は、防じんマスクである。
解答用紙
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★H20作成、H21修正（１）

